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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 2日 (2005.6.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 中 間 接 点 の 導 通 部 位 と 、 前 記 先 端 接 点 の 導 通 部 位 と の プ ラ グ 挿 入 孔 に 沿 う 方 向 で の
間 隔 を 、 前 記 プ ラ グ の チ ッ プ 電 極 に お け る 前 記 コ ン タ ク ト に 対 す る 導 通 可 能 領 域 の プ ラ グ
軸 芯 に 沿 う 方 向 で の 寸 法 よ り 値 に 設 定 し て あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ジ ャ ッ ク 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 係 る ジ ャ ッ ク の 特 徴 、 作 用 ・ 効 果 は 次 の 通 り で あ る 。
〔 特 徴 〕
　 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ジ ャ ッ ク に お い て 、 前 記 中 間 接 点 の 導 通 部 位 と 、 前 記 先 端 接 点 の
導 通 部 位 と の プ ラ グ 挿 入 孔 に 沿 う 方 向 で の 間 隔 を 、 前 記 プ ラ グ の チ ッ プ 電 極 に お け る 前 記
コ ン タ ク ト に 対 す る 導 通 可 能 領 域 の プ ラ グ 軸 芯 に 沿 う 方 向 で の 寸 法 よ り 値 に 設 定 し
て あ る 点 に あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ３ （ イ ） に 示 す よ う に 、 前 記 第 １ 中 間 接 点 Ｃ １ の 導 通 部 位 と 、 前 記 先 端 接 点 Ｃ Ｔ の
導 通 部 位 と の プ ラ グ 挿 入 孔 Ｈ に 沿 う 方 向 で の 間 隔 を 、 前 記 プ ラ グ の チ ッ プ 電 極 １ ０ に お
け る 導 通 可 能 領 域 の プ ラ グ 軸 芯 に 沿 う 方 向 で の 寸 法 よ り 値 に 設 定 し て あ る 。 尚 、
前 記 導 通 可 能 領 域 と は 、 前 記 第 １ 中 間 接 点 Ｃ １ 、 あ る い は 、 前 記 先 端 接 点 Ｃ Ｔ と 接 触 す る
こ と に よ り 導 通 可 能 と な る 領 域 の こ と で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 述 の よ う に 第 １ 中 間 接 点 Ｃ １ の 導 通 部 位 と 、 先 端 接 点 Ｃ Ｔ の 導 通 部 位 と の プ ラ グ 挿 入
孔 Ｈ に 沿 う 方 向 で の 間 隔 を 、 プ ラ グ の チ ッ プ 電 極 １ ０ に お け る 導 通 可 能 領 域 の プ ラ グ 軸
芯 に 沿 う 方 向 で の 寸 法 よ り 値 に 設 定 す る こ と で 、 プ ラ グ Ｐ の 挿 抜 時 に ヘ ッ ド ホ ン
４ や イ ヤ ホ ン 等 に 耳 障 り な ノ イ ズ を 発 生 さ せ る 不 都 合 を 回 避 し て お り 、 プ ラ グ Ｐ を 挿 入 し
た 場 合 に は 、 プ ラ グ 挿 入 孔 Ｈ の 開 口 に 近 い 側 に お い て 一 対 の 第 ２ 中 間 接 点 Ｃ ２ で プ ラ グ Ｐ
を 挟 み 込 む 形 態 と な る の で 、 プ ラ グ Ｐ の 姿 勢 を 維 持 し て プ ラ グ Ｐ の 抜 け 出 し を 阻 止 す る も
の に 構 成 し て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 符 号 の 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 符 号 の 説 明 】
　 １ ０ 　 　 　 　 　 　 チ ッ プ 電 極
　 １ １ ・ １ ２ 　 　 　 リ ン グ 電 極
　 ２ ０ 　 　 　 　 　 　 ボ デ ィ
　 ２ ３ 　 　 　 　 　 　 連 結 部
　 ２ ４ 　 　 　 　 　 　 中 間 部
　 ２ ５ 　 　 　 　 　 　 折 返 し 部
　 ２ ６ 　 　 　 　 　 　 接 当 部
　 Ｈ 　 　 　 　 　 　 　 プ ラ グ 挿 入 孔
　 Ｌ 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｓ 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｘ 　 　 　 　 　 　 　 軸 芯
　 Ｃ １ ・ Ｃ ２ 　 　 　 中 間 接 点
　 Ｃ Ｕ 　 　 　 　 　 　 コ ン タ ク ト ユ ニ ッ ト
　 Ｃ Ｔ 　 　 　 　 　 　 先 端 接 点
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